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一般財団法人 北陸私鉄バス労働会館 
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一般財団法人 北陸私鉄バス労働会館の基本方針 

 本財団の目的は、寄付行為３条に明記してあるように、北陸地方の私鉄バス産

業に働く労働者を始め、北陸４県の勤労者の産業ならびに、労働に関する知識の

啓発、福祉、教養の向上又環境問題に継続寄与していきたいと思います。 

今年度も新型コロナウイルス対策として、特に三密を避け会議にはマスク着用、

入室時にはアルコール消毒、室内の換気などを徹底して事業を進めたいと思いま

す。 

１． 会館運営は前の理事会で承認された耐震診断と耐震設計を踏まえ、各社から

見積もりを検討し、耐震工事にはいりたい。またその費用は会館改修後に長

期賃貸契約を結び、健全な会館運営にあたりたいと思います。 

２． 労働者の権利・義務などを教育するために、年７回セミナーを開催し、労働

者の福祉・教養講座などを実施し知識の向上を目指していきたいと思います。 

セミナー開催の予定は（７月、９月、１１月、１２月、１月、２月、４月）

を年間事業計画といたします。セミナー開催は私鉄北陸地方連合会の通達や

会館ホームページで、より多くの受講者に若年層労働者の権利や教養を高め

る手助けとなるよう開催していきたいと思います。 

勤労者の健康育成やスポーツ福祉に寄与ならびに啓発をしていきたいと思

います。今年度も石川県勤労者体育協会に寄与して行きたいと思います。 

事業支出におきましては、管理費などを一層の経費節減に努め、健全な事業

の継続と使命を果たしていきたいと考えております。    以上 


